
M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

第
1
回
直
轄
道
路
・
直
轄
河
川
チ
ー
ム

説
明
資
料

平
成
２
３
年
２
月
２
４
日

3

CO866030
テキストボックス
資料３

CO866030
テキストボックス



国
土
交
通
省
と
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
と
の
個
別
協
議
（
Ｈ
２
０
．
１
０
開
始
）

○
主

に
地

域
内

交
通

を
分

担
す
る
道

路
や

、
一

の
都

道
府

県
で
完

結
す
る
一

級
河

川
に
つ
い
て
は

、
で
き
る
限

り
地

方
に
移

管
す
る

と
の

考
え
方

に
基

づ
き
協

議
。
ま
た
、
こ
の

考
え
方

に
か

か
わ

ら
ず
、
地

方
が

移
管

を
望

む
も
の

に
つ
い
て
は

協
議

の
対

象
。

○
Ｈ
２
０
．
１
２
に
個

別
協

議
の

状
況

を
と
り
ま
と
め
。

○
現

在
ま
で
に
、
知

事
・
市

長
と
整

備
局

長
と
の

協
議

を
含

め
、
約

5
0
0
回

の
個

別
協

議
を
実

施
（
事

務
的

な
打

合
せ

・
意

見
交

換
を
除

く
）
。

道
路
・
河

川
の
移
管
協
議
に
係

る
主

な
経

緯

地
方
分
権

改
革
推
進
要
綱
（
第
一
次
）
（
Ｈ
２
０
．
６
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
決
定
）

○
一

般
国

道
の

直
轄

区
間

に
つ
い
て
は

、
主

に
地

域
内

交
通

を
担

う
道

路
は

都
道

府
県

が
担

い
、
国

は
全

国
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成

を
図

る
こ
と
を
基

本
と
し
て
、
第

1次
勧

告
の

方
向

に
沿

っ
て
、
原

則
と
し
て
都

道
府

県
に
移

管
。

○
一

級
河

川
の

直
轄

区
間

に
つ
い
て
は

、
第

1次
勧

告
の

方
向

に
沿

っ
て
、
引

き
続

き
国

が
管

理
す
る
必

要
が

あ
る
場

合
を
除

き
、
原

則
と
し
て
一

の
都

道
府

県
内

で
完

結
す
る
水

系
内

の
河

川
を
都

道
府

県
に
移

管
。

○
個

別
の

対
象

道
路

・
河

川
に
つ
い
て
は

、
関

係
地

方
公

共
団

体
と
調

整
。

個
別
協
議

の
開
始
に
向
け
た
、
知
事
会
等
と
の
調
整
（
Ｈ
２
０
．
６
～
Ｈ
２
０
．
９
）

○
見

直
し
の

具
体

的
な
方

向
を
国

土
交

通
省

か
ら
全

国
知

事
会

、
指

定
都

市
市

長
会

に
照

会
。

○
知
事
会
か
ら
は
、
以
下
の
意
見
。

・
権

限
の

移
譲

と
財

源
、
人

員
、
資

機
材

等
の

確
保

に
つ
い
て
、
一

体
と
し
て
方

針
を
示

す
こ
と

・
各

都
道

府
県

の
意

向
に
応

じ
て
具

体
的

な
移

譲
範

囲
を
調

整
・
協

議
す
る
こ
と

等

○
財

源
措

置
に
つ
い
て
、
総

務
省

・
国

土
交

通
省

か
ら
以

下
の

回
答

。

・
時

限
的

な
措

置
と
し
て
、
個

別
の

箇
所

に
対

応
し
た
直

轄
事

業
に
お
け
る
国

負
担

率
並

み
の

交
付

金
等

の
国

に
よ
る
財

政
措

置

を
…
検
討
す
る

1
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直
轄

の
国

道
・
河

川
の
個

別
協

議
に
関

す
る
国

土
交

通
省

の
基

本
的

考
え
方

○
主
に
地
域
内
交
通
を
分
担
す
る
道
路
や
、
一
の
都
道
府
県
で
完
結
す
る
一
級
河
川
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
限
り
地
方
に
移
管
す
る
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

○
ま
た
、
こ
の
考
え
方
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
が
移
管
を
望
む
も
の
に
つ
い
て
は
協
議
の
対
象
と
し
て

い
る
。

【
河

川
】

●
一
つ
の
都
道
府
県
で
完
結
す
る
一
級
河
川
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
都
道
府
県
に
移
管

た
だ
し
、
次
の
以
下
の
観
点
か
ら
国
が
責
任
を
持

つ
べ
き
河
川
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
が
管
理

・
氾
濫
し
た
場
合
に
流
域
に
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
水
系

・
広
域
的
な
水
利
用
や
電
力
供
給
の
あ
る
、
ま
た
は
全

国
的
に
価
値
の
高
い
環
境
を
保
全
す
べ
き
水
系

・
急
流
河
川
等
の
河
川
管
理
に
高
度
な
技
術
力
が
必

要
と
な
る
水
系

【
道

路
】

●
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
道
路

(1
)高

規
格
幹
線
道
路

(2
)県

庁
所
在
地
等
の
重
要
都
市
間
を
効
率
的
・
効
果

的
に
連
絡
し
、
広
域
交
通
を
担
う
道
路

(3
)重

要
な
港
湾
・
空
港
と
(1
)、
(2
)の

道
路
と
の
間
を
効

率
的

・
効

果
的

に
連

絡
す
る
道
路

●
都
道
府
県
等
へ
の
移
管
対
象
と
な
る
道
路

以
下
の
よ
う
な
、
主
に
地
域
内
交
通
を
分
担
す
る
道
路

(1
)同

一
都
府
県
内
に
起
終
点
が
あ
る
区
間

(2
)バ

イ
パ
ス
の
現
道
区
間

(3
)そ

の
一
部
が
都
府
県
等
管
理
と
な
っ
て
い
る
路
線

の
区

間

2

5



個
別
協
議
の
合
意
状
況

水
系
数

（
１
）
移
管

す
る
方

向
で
今

後
更
に
調
整
を
進
め
て
い
く
も
の

６
水

系

（
２
）
移

管
の

可
能

性
に
つ
い
て
引

き
続

き
協

議
す
る
も
の

２
０
水

系

（
１
）
＋

（
２
）
の

合
計

２
６
水

系

路
線

数
延

長

（
１
）
移

管
す
る
方

向
で
今

後
更

に
調

整
を
進

め
て
い
く
も
の

80
路

線
2,

52
1k

m
（
２
）
移
管

の
可

能
性

に
つ
い
て
引
き
続
き
協
議
す
る
も
の

61
路
線

4,
38

5k
m

（
１
）
＋

（
２
）
の

合
計

12
3路

線
6,

90
6k

m

【
河

川
】

【
道

路
】

道
路
・
河
川
に
係
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
「
地
方
分
権
改
革
推
進
要
綱
（
第
一
次
）
」

（
平

成
２
０
年

６
月

２
０
日

）
に
基

づ
き
、
地

方
公

共
団

体
と
調

整
を
行

っ
て
き
た
。

当
該
調
整
の
過
程
で
把
握
し
た
地
方
公
共
団
体
の
意
向
も
踏
ま
え
、

①
一
般
国
道
及
び
一
級
河
川
の
直
轄
区
間
の
移
管
に
伴
い
、
そ
の
整
備
等
に
必
要
な
財
源
措
置
そ
の
他
の
措
置
が

十
分
に
講
じ
ら
れ
る
こ
と

②
移
管
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
事
業
中
の
箇
所
が
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
今
後
、
適
切
な
時
期
を
地
方
公
共
団
体
と

協
議

す
る
こ
と

等
の
前
提
条
件
の
下
、
現
時
点
ま
で
に
下
表
の
と
お
り
国
と
地
方
公
共
団
体
で
合
意
さ
れ
て
い
る
。

※
一
級
水
系
：
10

9水
系

3

※
一
般
国
道

（
直

轄
管

理
区

間
）

：
約

22
,8

00
km

（
参

考
）
個

別
協

議
と
は

別
に
、
都

道
府

県
等

が
管

理
し
て
い
る
、
８
区

間
約

63
0k

m
の

道
路

、
一

級
水

系
の

う
ち

17
水
系
の
河
川

に
つ
い
て
、
地

方
公

共
団

体
か

ら
直

轄
管

理
区

間
へ

の
編

入
に
係

る
要

望
が

有
る
。
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個
別
協
議
の
実
施
状
況
例
①

■
協

議
会

（
第

２
回

）
の

状
況

御
堂

筋
（
国

道
２
５
号

）
の

移
管

に
向

け
た
協

議
会

を
設

置
し
、
大

阪
市

長
と
近

畿
地

方
整

備
局

長
で
早

期
移

管
の

実
現

を
図

る
た
め
に
協

議
を
実

施
中

○
平

成
２
０
年

１
１
月

２
８
日

大
阪

市
と
国

交
省

双
方

が
「
早

期
移

管
が

可
能

と
見

込
ま
れ

る
」

も
の
と
確
認

○
平

成
２
０
年

１
２
月

１
日

大
阪

市
と
国

交
省

の
直

轄
国

道
の

見
直

し
に
関

す
る
個

別
協

議

状
況
を
公
表

○
平
成
２
１
年

２
月
１
９
日

『
御

堂
筋

』
の

移
管

に
向

け
た
協

議
会

（
第

１
回

）
開

催

大
阪

市
長

、
近
畿
地
方
整
備
局
長
で
協
議
開
始

○
平

成
２
１
年

１
０
月

・
平

成
２
２
年

３
月

実
務

的
な
課

題
及

び
そ
の

対
策

に
つ
い
て
検

討
を
実

施
す
る

「
実

務
調

整
分

会
」
を
大

阪
市

と
国

交
省

で
２
回

開
催

○
平
成
２
２
年

４
月
２
０
日

『
御

堂
筋

』
の

移
管

に
向

け
た
協

議
会

（
第

２
回

）
開

催

御 堂 筋

■
位

置
図

【
主

な
内

容
】

・
御

堂
筋

の
維

持
管

理

・
御

堂
筋

の
道

路
空

間
利

用
の

あ
り
方

・
共

同
溝

の
整

備
お
よ
び
管

理

■
経

緯

4
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個
別
協
議
の
実
施
状
況
例
②

１
．
書

面
に
よ
る
資

料
の
提

供

２
．
現

地
で
の
確

認
を
実

施

・河
川
整
備
計
画
の
内
容

・組
織
体
制
、
予
算
の
概
要

・河
川
管
理
施
設
の
概
要

・
浸

水
想

定
区

域
図

・維
持
管
理
計
画
（案

）

・
災

害
対

応
に
関

す
る
事

項

・
協

定
内

容
な
ど

＜
国

か
ら
の
説

明
内

容
例

＞
＜

都
道

府
県

か
ら
の
問

い
合

わ
せ
の
例

＞

・河
川
管
理
に
お
け
る
点
検
や
巡
視
の
実
施
頻
度
、
内
容

に
つ
い
て

・可
動
堰
の
老
朽
化
状
況
、
ダ
ム
の
操
作
状
況
に
つ
い
て

・ダ
ム
、
堰
、
水
門
等
の
大
規
模
構
造
物
の
設
置
状
況
と

維
持

管
理

内
容

に
つ
い
て

・河
川
管
理
に
必
要
と
な
る
排
水
ポ
ン
プ
車

等
の
資
材
・

機
材
の
保
有
状
況
に
つ
い
て

雄
物
川
（秋

田
県
）

■
地

方
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
資

料
等

に
つ
い
て
全

て
提

出
済

み

松
原
堰
の
利
水
関
係
者
や
堰
操
作

に
つ
い
て
説
明
（
福
岡
県
）

矢
部
川
（福

岡
県
）

櫛
田
川
（三

重
県
）

玉
川

ダ
ム
の

現
地

に
お
い
て
、

年
度

予
算

や
管

理
方

法
等

に
つ
い
て
説

明
（
秋

田
県

）

六
角
川
（佐

賀
県
）

牟
田
辺
遊
水
地
の
現
地
に
お
い
て
、

洪
水
時
の
管
理
等
に
つ
い
て
説
明

（
佐

賀
県

）

む
た

べ

や
べ

が
わ

お
も
の

が
わ

ろ
っ
か
く
が
わ

く
し
だ
が
わ

5
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個
別
協
議
に
関
し
て
把
握
し
て
い
る
主

な
課

題

②
人

員
の

移
管

等
の

仕
組

み


事
務
・
権
限
の
移
譲
に
伴

う
人

員
の

地
方

移
管

等
に
当

た
っ
て
は

、
職

員
の

雇
用

の
確

保
を
前

提
と
し
つ
つ
、
要

員
規

模
の

決

め
方

、
身

分
や

給
与

な
ど
の

処
遇

上
の

取
扱

い
、
退

職
金

の
負

担
等

に
つ
い
て
、
共

通
の

枠
組

み
・
ル

ー
ル

等
を
構

築
す
る
必

要
。


政

府
全

体
と
し
て
地

方
側

と
と
も
に
取

り
組

む
こ
と
が

必
要

。

③
事

業
中

箇
所

の
取

扱
い

④
そ
の
他


関

係
市

町
村

・
議

会
等

と
調

整
を
要

す
る
と
の

地
方

側
の

事
情

等
で
結

論
が

出
な
い
も
の

が
相

当
数

存
在

。


大

規
模

災
害

発
生

時
に
お
け
る
国

の
支

援
の

仕
組

み
が

必
要

と
の

地
方

側
の

意
向

が
示

さ
れ

て
い
る
。

①
財

源
措

置


全

国
知

事
会

か
ら
は

、
移

管
に
伴

い
、
現

在
の

国
の

整
備

・
管

理
水

準
を
今
後

と
も
維

持
で
き
る
整

備
費

・
維

持
管

理
費

に
対

す
る
財

政
措

置
が

、
将

来
と
も
確

実
に
な
さ
れ

る
必

要
が

あ
る
旨

の
意

見
。
ま
た
、
人

件
費

相
当

額
に
つ
い
て
も
当

然
に
移

管

さ
れ

な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の

意
見

。


Ｈ
２
１
．
４
に
、
個

別
協

議
開

始
前

か
ら
の

合
意

に
基

づ
き
、
高

知
県
内

及
び
宮

崎
県

内
の

国
道

の
一

部
を
移

管
し
た
と
こ
ろ
、

所
要

の
財

源
移

転
を
伴

っ
て
お
ら
ず
、
今

後
の

協
議

の
成

否
を
左

右
し
か

ね
な
い
問

題
で
あ
る
旨

、
全

国
知

事
会

か
ら
指

摘
。


地

域
主

権
戦

略
会

議
等

で
も
、
個

別
協

議
を
進

め
る
に
は

財
源

が
課

題
で
あ
り
、
財

源
措

置
な
ど
の

制
度

的
な
枠

組
み

を
個

別
協

議
の

前
提

と
し
て
決

め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
旨

の
指

摘
。


財

源
措

置
は

、
直

轄
事

業
負

担
金

の
問

題
、
人

員
の

移
管

の
枠

組
み

等
に
も
関

係
し
、
政

府
全

体
で
検

討
す
る
必

要
。


例

え
ば

、
バ

イ
パ

ス
区

間
の

現
道

に
つ
い
て
は

バ
イ
パ

ス
の

供
用

後
に
移

管
、
河

川
整

備
計

画
に
基

づ
く
整

備
が

一
定

の
水

準

ま
で
進

ん
で
か

ら
移

管
な
ど
、
事

業
中

箇
所

の
整

備
の

進
捗

後
、
移

管
す
べ

き
と
の

地
方

側
の

意
向

が
示

さ
れ

て
い
る
。
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＜
参
考
＞

道
路
の
種
類
と
道
路
管
理
者

道
路

の
種

類
定

義
道

路
管

理
者

費
用

負
担

高
速
自
動
車
国
道

全
国

的
な
自

動
車

交
通

網
の

枢
要

部
分

を
構

成
し
、
か

つ
、

政
治
・
経
済
・
文
化
上
特
に
重
要
な
地
域
を
連
絡
す
る
道

路
そ
の
他
国
の
利
害
に
特
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
道
路

【
高
速
自
動
車
国
道
法
第
4
条
】

国
土
交
通
大
臣

（
会
社
・
機
構
が
権
限

代
行
）

高
速
道
路
会
社

（
新

直
轄

方
式

は
国

、
都

道
府
県
（
政
令
市
）
）

一
般

国
道

直
轄
国
道
（
指
定
区
間
）

高
速
自
動
車
国
道
と
あ
わ
せ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を

構
成

し
、
か

つ
一

定
の

法
定

要
件

に
該

当
す
る
道

路
【
道
路
法
第
5
条
】

国
土

交
通

大
臣

国
、
都

道
府

県
（
政

令
市

）

補
助
国
道
（
指
定
区
間
外
）

都
府

県
（
政

令
市

）
国

、
都

府
県

（
政

令
市

）

都
道
府
県
道

地
方
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
か
つ
一
定
の
法
定
要

件
に
該
当
す
る
道
路

【
道
路
法
第
7
条
】

都
道
府
県
（
政
令
市
）

都
道
府
県
（
政
令
市
）

市
町
村
道

市
町
村
の
区
域
内
に
存
す
る
道
路

【
道
路
法
第
8
条
】

市
町
村

市
町
村

国
際
標
準
コ
ン
テ
ナ

を
輸
送
す
る

「
物

流
基

幹
ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
」

29
,0

00
km

の
構
成

大
型

貨
物

車
交

通
量

の
分

担
（
走

行
台

ｷ
ﾛ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
）

道
路

網
全

体
に
お
け
る

構
成

延
長

比
率

28
%

61
%

28
%

29
%

33
%

H
17

年
度

道
路

交
通

情
勢

調
査

等
に
よ
る

14
%

5%

5.
2%

67
%

91
%

高
速

自
動

車
国
道

84
%

11
%

全
国

的
な

幹
線

道
路

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ

26
%

24
%

60
%

29
%

9%

国
道

（
指
定
区
間
）

国
道

（
指
定
区
間
外
）

都
道

府
県

道

市
町

村
道

【
道
路
の
構
成
】

市
町

村
道

（
約

84
.1

%
）

国
道

（
指

定
区

間
）

（
約

1.
9%

）

国
道

（
指

定
区

間
外

）
（
約

2.
7%

）

都
道

府
県

道
（
約

10
.7

%
）

高
速

自
動

車
国

道
（
約

0.
6%

）

合
計

約
1,

20
4,

00
0k

m
   

 
（
10

0.
0%

）

市
町

村
約

1,
01

2,
10

0k
m

都
道

府
県

等
約

12
9,

40
0k

m

国
(都

道
府

県
等

)
約

31
,9

00
km

国
(国

土
交

通
省

)
約

22
,8

00
km

国
(会

社
・
機
構
が
権
限
代
行

) 約
7,

80
0k

m

【
道
路
別

延
長
及
び
物
流
等
の
シ
ェ
ア
】
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＜
参
考
＞

河
川
の
種
類
と
河
川
管
理
者

市
町

村
長

が
管
理

国
土
交
通

大
臣

が
管
理

都
道
府
県

知
事
又

は
政

令
市
長

が
管
理

(
指

定
区

間
)

都
道
府

県
知

事
又
は

政
令
市

長
が

管
理

二
級

水
系

一
級

水
系

都
府

県
境

そ
の
他

都
府

県
境

河
川

の
種

類
定

義
河

川
管

理
者

費
用

負
担

一
級

河
川

約
8
7
,8
0
0
km

（
約

６
１
％

）

直
轄

管
理

区
間

約
1
0
,6
0
0
km

（
約

７
％

）
国

土
保

全
上

又
は

国
民

経
済

上
特

に
重

要
な
水

系
で

政
令
で
指
定
し
た
も
の
に
係
る
河
川

【
河

川
法

第
４
条

】

国
土

交
通

大
臣

国
都
道
府
県

指
定

区
間

（
都
道
府

県
等
管
理
）

約
7
7
,3
0
0
km

（
約

５
４
％

）

都
道

府
県

知
事

（
政

令
市

長
）

国
都
道
府
県

（
政

令
市

）

二
級

河
川

約
3
5
,9
0
0
km

（
約

２
５
％

）

一
級
水
系
以
外
の
水
系
で
公
共
の
利
害
に
重

要
な

関
係
が
あ
る
も
の
に
係
る
河

川
【
河

川
法

第
５
条

】

都
道

府
県

知
事

（
政

令
市

長
）

国
都
道
府
県

（
政

令
市

）

準
用

河
川

約
2
0
,1
0
0
km

（
約

１
４
％

）

一
級

河
川

及
び
二

級
河

川
以

外
の

河
川

【
河

川
法

第
１
０
０
条

】
市
町
村
長

国
市
町
村

※
人

口
は

水
系

間
の
重

複
あ
り
。

■
河
川
延
長
比

■
想
定
氾
濫
区
域
内
人
口

直
轄

管
理

以
外

の
区

間
約

９
３
％

約
４

,７
０
０
万

人

直
轄

管
理

区
間

約
７
％

直
轄
管
理
区
間

直
轄
管
理
区
間
以
外

凡
例
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